
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ H 組

教科担当者：田口、廣澤、村松、森田、渡邊

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：
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]

話
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発
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【学びに向かう力、人間性等】
［知識］
英語の特徴やきまりに関する事項及びその働きや役割を理解している。
［技能］
目的や場面，状況に応じて，自分の意見や主張などを論理の構成や展開を工
夫して，詳しく話したり書いたりして伝え合うことができる技能を身に付け
ている。

目的や場面，状況に応じて，自分の意見や主張などを論理の構成や展開を
工夫して，詳しく話したり書いたりして伝え合っている。
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【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

Standard Vision Quest English Logic and Expression II

外国語

論理・表現Ⅱ

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手・読み手な
ど他者に配慮しながら，主体的・自律的に表現しようとている。

領域

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

【 知　識　及　び　技　能 】

外国語

評価規準

○

外国語 論理・表現Ⅱ

配
当
時
数

○ ○ ○

○○

C 単元 Lesson 3
話題 スポーツ：スポーツの歴史について
書かれた文章を読んで，時を表す表現の
概念を理解する。
言語 時を表す：現在・過去・未来を表す
ために，適切な動詞の形や文の構造を用
いる。
表現 好きなアスリートと業績[書くこ
と]：自分の好きなアスリートと業績につ
いて，パラグラフの構成に意識して詳し
く書いて伝える。
論理 パラグラフ（例示・追加）：例示・
追加のパターンを用いた論理的なパラグ
ラフの構成やつなぎの言葉を適切に用い
て，書いて伝える。

・指導事項
(1) 話すこと［やり取り］
日常的な話題や社会的な話題（スポーツの経験や知識）につい
て, 使用する語句や文，対話の展開などにおいて，一定の支援
を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ち
などを詳しく話して伝え合ったり，自分自身の状況や要望を伝
えたりすることができる。
(2) 話すこと［発表］
日常的な話題や社会的な話題（スポーツ選手の情報）につい
て, 使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援
を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ち
などを論理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝えることが
できる。
(3) 書くこと
日常的な話題や社会的な話題（好きなスポーツ選手と実績）に
ついて，使用する語句や文，事前の準備において，一定の支援
を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ち
などを論理の構成や展開を工夫して詳しく書いて伝えることが
できる。
・教材
「Vision Quest  English Logic and Expression II Hope」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サービス（スマコレ）

定期考査

○ ○

態

○

他者を尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら，外国語で聞いたり読んだりしたことを活用して，自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表現しようとている。

・指導事項
(1) 話すこと［やり取り］
日常的な話題（学校生活や行事）について, 使用す
る語句や文，対話の展開などにおいて，一定の支援
を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考
え，気持ちなどを詳しく話して伝え合ったり，自分
自身の状況や要望を伝えたりすることができる。
(2) 書くこと
日常的な話題（行事の開催）について，使用する語
句や文，事前の準備において，一定の支援を活用す
れば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持
ちなどを論理の構成や展開を工夫して詳しく書いて
伝えることができる。
・教材
「Vision Quest  English Logic and Expression II
Hope」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サービス（スマ
コレ）

○

○

・指導事項
(1) 話すこと［やり取り］
日常的な話題や社会的な話題（ソーシャルメディア）につい
て, 使用する語句や文，対話の展開などにおいて，一定の支援
を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ち
などを詳しく話して伝え合ったり，自分自身の状況や要望を伝
えたりすることができる。
(2) 話すこと［発表］
日常的な話題や社会的な話題（ソーシャルメディアの問題点と
原因）について, 使用する語句や文，事前の準備などにおい
て，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報
や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して詳しく話し

D 単元 Lesson 4
話題 情報化時代：ソーシャルメディアの使用で気を
付けるべき点について書かれた文章を読んで，様々な
助動詞の概念と文の構造を理解する。
言語 義務・必要・推量を表す：義務・必要・推量を
表すために，助動詞を用いた適切な文の形や構造を理
解し，文を組み立てる。
表現 ソーシャルメディアの利点と欠点[書くこと]：
高校生のソーシャルメディアの使用について，パラグ
ラフの構成に意識して，自分の意見や主張を書いて伝
える。

【知識及び技能】
知識 情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展
開を工夫して伝え合うために，義務・必要・推量
を表す表現や文の構造を理解している。
技能 ソーシャルメディアについて，自分自身の
状況や要望を論理の構成や展開を工夫して，話し
て伝え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
ソーシャルメディアのアカウント作成について，

論理・表現Ⅱ

思

○○

○

外国語の学習を通じて,言語の働きや役割などを理解する。外国語の技能（話すこと、書くこと）について，実際のコミュニケーションにおいて活用できる知識・技能を身に付ける。

場面・目的・状況等に応じて，日常的や社会的な話題について，情報や考えなどを外国語で的確に理解したり適切に伝え合ったりする。聞いたり読んだりしたことなどを活用して，自分の意見や考えなどを話したり
書いたりして表現する。

A 単元 Lesson 1
(1) 話すこと［やり取り］
日常的な話題（将来の目標や達成）につ
いて, 使用する語句や文，対話の展開な
どにおいて，一定の支援を活用すれば，
多様な語句や文を用いて，情報や考え，
気持ちなどを詳しく話して伝え合った
り，状況や展望を具体的に伝え合ったり
することができる。
(2) 話すこと［発表］
日常的な話題（将来の目標設定）につい
て, 使用する語句や文，事前の準備など
において，一定の支援を活用すれば，多
様な語句や文を用いて，情報や考え，気
持ちなどを論理の構成や展開を工夫して
詳しく話して伝えることができる。

・指導事項
話題 将来の目標：子供の理想の仕事について
書かれた文章を読んで，適切な主語の使い方
を理解する。
言語 適切な主語を用いる：主語の選択や主語
になる名詞句，形式主語の概念を理解し，適
切な文を組み立てる。
表現 目標と達成[書くこと]：自分の目標と達
成のために必要なことについて，文と文のつ
ながりを意識して書いて伝える。
論理 文と文をつなぐ：様々な「つなぎの言
葉」の用法を理解し，論理構成が分かりやす
く，まとまりのある文章を書く。
・教材
「Vision Quest  English Logic and
Expression II Hope」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サービス
（スマコレ）

B 単元　Lesson 2
話題 学校生活：学校で新しい友達を作る方法につい
て書かれた文書を読んで，適切な動詞の使い分けにつ
いて理解する。
言語 適切な動詞を用いる：自動詞と他動詞を使い分
けたり，群動詞を適切に用いたりして文を組み立て
る。
表現 好きな学校行事［書くこと］：留学生のために
開催するイベントについて話し合った内容を英文で書
いてまとめる。
論理 パラグラフ（パラグラフの基本構成／列挙・順
序）：パラグラフの基本構成を学び，列挙・順序のパ
ターンを用いた論理的な構成やつなぎの言葉を適切に
用いて，書いて伝える。

○

○ 4
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○

○

○

○ ○

○ ○

○

【知識及び技能】
知識 情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展
開を工夫して伝え合うために，適切な主語を用い
た構造を理解している。
技能 将来の目標について，自分自身の状況や展
望を論理の構成や展開を工夫して，話して伝え合
う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
パートナーと互いの情報や考え，気持ちなどを共
有するために，将来の目標について，自分自身の
状況や展望を論理の構成や展開を工夫して，話し
て伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
パートナーと互いの情報や考え，気持ちなどを共
有するために，将来の目標について，自分自身の
状況や展望を論理の構成や展開を工夫して，話し
て伝え合おうとしている。

○

○

【知識及び技能】
知識 情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展
開を工夫して伝え合うために，適切な動詞を用い
た構造を理解している。
技能 学校生活について，自分自身の状況や要望
を論理の構成や展開を工夫して，話して伝え合う
技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
学校生活について，パートナーと互いの情報や考
え，気持ちなどを共有するために，自分自身の状
況や要望を論理の構成や展開を工夫して，話して
伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
学校生活について，パートナーと互いの情報や考
え，気持ちなどを共有するために，自分自身の状
況や要望を論理の構成や展開を工夫して，話して
伝え合おうとしている。

【知識及び技能】
知識　情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展
開を工夫して伝え合うために，現在，過去，未来
を表す表現や文の構造を理解している。
技能 スポーツについて，自分自身の状況や要望
を論理の構成や展開を工夫して，話して伝え合う
技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツについて，パートナーと互いの情報や考
え，気持ちなどを共有するために，自分自身の状
況や要望を論理の構成や展開を工夫して，話して
伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
スポーツについて，パートナーと互いの情報や考
え，気持ちなどを共有するために，自分自身の状
況や要望を論理の構成や展開を工夫して，話して
伝え合おうとしている。

１
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や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して詳しく話し
て伝えることができる。
(3) 書くこと
日常的な話題や社会的な話題（ソーシャルメディアの長所と短
所）について，使用する語句や文，事前の準備において，一定
の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，
気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して詳しく書いて伝える
ことができる。
・教材
「Vision Quest  English Logic and Expression II Hope」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サービス（スマコレ）

○ ○

E 単元 Lesson 5
話題 環境問題：エネルギーの使い過ぎについ
て書かれた文章を読んで，名詞を修飾して情報
を追加する様々な文の構造を理解する。
言語 情報を加える (1)：形容詞・分詞・前置
詞句や不定詞による名詞の修飾を用いた適切な
文の形や構造を理解し，文を組み立てる。
表現 環境問題の原因と影響[書くこと]：環境
問題の原因とその影響について情報を整理し，
関心のある環境問題に対する意見や主張を話し
て伝える。
論理 パラグラフ（原因・理由・結果）：原
因・理由・結果について述べる論理的なパラグ
ラフの構成やつなぎの言葉を適切に用いて，書
いて伝える。

・指導事項
(1) 話すこと［発表］
日常的な話題や社会的な話題（環境問題，電力消費）につい
て, 使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援
を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ち
などを論理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝えることが
できる。
(2) 書くこと
日常的な話題や社会的な話題（深刻な環境問題）について，使
用する語句や文，事前の準備において，一定の支援を活用すれ
ば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理
の構成や展開を工夫して詳しく書いて伝えることができる。

・教材
「Vision Quest  English Logic and Expression II Hope」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サービス（スマコレ）

える。
論理 パラグラフ（比較・対照）：比較・対照のパ
ターンを用いた論理的なパラグラフの構成やつなぎの
言葉を適切に用いて，書いて伝える。

ソーシャルメディアのアカウント作成について，
クラスメートと情報や考え，気持ちなどを共有す
るために，自分の意見や主張などを論理の構成や
展開を工夫して，話して伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
ソーシャルメディアのアカウント作成について，
クラスメートと情報や考え，気持ちなどを共有す
るために，自分の意見や主張などを論理の構成や
展開を工夫して，話して伝え合おうとしている。

○ ○○

○ ○ ○ 4○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
知識 情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展
開を工夫して伝えるために，情報を加える表現や
文の構造（形容詞・分詞・前置詞句による修飾，
不定詞による修飾（形容詞的用法））を理解して
いる。
技能 環境問題について，情報や考え，気持ちな
どを論理の構成や展開を工夫して，話して伝える
技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
環境問題に対する主張の理由や具体例についてク
ラスメートに話すために，論理の構成や展開を工
夫して，話して伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
環境問題に対する主張の理由や具体例についてク
ラスメートに話すために，論理の構成や展開を工
夫して，話して伝えようとしている。

○ 4○○

定期考査
○ ○ 1



F 単元 Lesson 6
話題 文化：異文化理解の重要性について書か
れた文章を読んで，関係詞によって情報が追加
された文の構造を理解する。
言語 情報を加える (2)：関係代名詞や関係副
詞を用いた文の構造を理解し，文を組み立て
る。
表現 訪れたい国と文化[書くこと]：外国人観
光客が最も訪れる日本の場所について，情報を
調べてまとめ，出典や引用を示して，自身の主
張や理由の根拠を詳しく書いて伝える。
論理 主張や理由の根拠を示す：主張や理由の
根拠となる情報を示し，資料や他者の言葉の引
用や出典を表す表現を適切に用いて，書いて伝
える。

・指導事項
(1) 話すこと［やり取り］
日常的な話題や社会的な話題（日本の文化）について, 使用す
る語句や文，対話の展開などにおいて，一定の支援を活用すれ
ば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを詳し
く話して伝え合ったり，自分自身の状況や要望を伝えたりする
ことができる。
(2) 話すこと［発表］
日常的な話題や社会的な話題（各国の世界遺産）について, 使
用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を活用
すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを
論理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝えることができ
る。
(3) 書くこと
日常的な話題や社会的な話題（外国人観光客に人気がある場
所）について，使用する語句や文，事前の準備において，一定
の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，
気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して詳しく書いて伝える
ことができる。

・教材
「Vision Quest  English Logic and Expression II Hope」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サービス（スマコレ）

○ ○

4

○

4

1

J 単元 Lesson 10
話題 科学技術：AIと共存する方法につい
て書かれた文章を読んで，数量を表す表
現の概念と文の構造を理解する。
言語 数量を表す：可算名詞と不可算名詞
の使い分けや数量を表す表現，割合・数
量の変化を表す表現や文の構造を理解
し，文を組み立てる。
表現 AIと共に働くこと[書くこと]：AIと
の生活で大切な事について，自分の考え
やその根拠を示す情報を調べるなどし
て，クラスに話して伝えるために，プレ
ゼンテーションの原稿を作成する。
論理 プレゼンテーション[話すこと（発
表）]：プレゼンテーションの構成や伝え
方を意識して，資料やデータなどの資料
を提示しながら，自分の考えや主張を話
して伝える。

・指導事項
(1) 話すこと［やり取り］
日常的な話題や社会的な話題（科学技術の発展がも
たらす影響）について, 使用する語句や文，対話の
展開などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様
な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを詳
しく話して伝え合ったり，自分自身の状況や要望を
伝えたりすることができる。
(2) 話すこと［発表］
日常的な話題や社会的な話題（オンライン授業に関
するアンケート結果，AIとの生活で重要なこと）に
ついて, 使用する語句や文，事前の準備において，
一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用い
て，情報や考え，気持ちなどを詳しく話して伝えた
り，自分自身の意見や主張などを伝えたりすること
ができる。
・教材
「Vision Quest  English Logic and Expression II
Hope」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サービス（スマ
コレ）

○ ○

・指導事項
(1) 話すこと［やり取り］
日常的な話題や社会的な話題（日本の社会，
職場環境）について, 使用する語句や文，対
話の展開などにおいて，一定の支援を活用す
れば，多様な語句や文を用いて，情報や考
え，気持ちなどを詳しく話して伝え合った
り，自分自身の状況や要望を伝えたりするこ
とができる。
(2) 書くこと
日常的な話題や社会的な話題（異なる勤務形
態）について，使用する語句や文，事前の準
備において，一定の支援を活用すれば，多様
な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちな
どを論理の構成や展開を工夫して詳しく書い
て伝えることができる。
・教材
「Vision Quest  English Logic and
Expression II Hope」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サービス
（スマコレ）

H 単元 Lesson 8
話題 社会：日本の社会の問題点について
書かれた文章を読んで，直接話法と間接
話法を用いて表した文の構造を理解す
る。
言語 情報を伝える：相手に情報を伝える
ために，直接話法，間接話法，また様々
な伝達表現を用いて適切な文の形や構造
を組み立てる。
表現 日本の社会[話すこと（やり取
り）]：2つの異なる働き方についての話
を聞いて，全体の概要と構成を理解し，
まとめる。また，自分が働きたい職場環
境について，ペアやグループで議論す
る。
論理 リスニングの要約：日本の教育制度
の目標について話されるプレゼンテー
ションを聞いて，文章全体の構成と要
点・要約をまとめる手順を理解する。

I 単元 Lesson 9
話題 願望：もし億万長者になったら，何
をするかについて書かれた文章を読ん
で，仮定の概念と文の構造を理解する。
言語 条件と仮定を表す：条件や仮定を用
いた適切な文の形や構造を理解し，文を
組み立てる。
表現 想像上の状況[書くこと]：宝くじが
当たり，大金を手にしたらという仮定の
状況を想定し，自分の考えや主張をまと
めたり，クラスメートと話して伝え合っ
たりして，スピーチの原稿を作成する。
論理 スピーチ[話すこと（発表）]：ス
ピーチの構成や伝え方を意識して，自分
の考えや主張を話して伝える。

・指導事項
(1) 話すこと［やり取り］
日常的な話題や社会的な話題（海外での生活
を想定した状況）について, 使用する語句や
文，対話の展開などにおいて，一定の支援を
活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報
や考え，気持ちなどを詳しく話して伝え合っ
たり，自分自身の状況や要望を伝えたりする
ことができる。
(2) 話すこと［発表］
日常的な話題や社会的な話題（留学先の助
言，仮定した状況）について, 使用する語句
や文，事前の準備において，一定の支援を活
用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や
考え，気持ちなどを詳しく話して伝えたり，
自分自身の意見や主張などを伝えたりするこ
とができる。
・教材
「Vision Quest  English Logic and
Expression II Hope」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サービス
（スマコレ）

○ ○

定期考査

○ ○ ○

○

○ ○

【知識及び技能】
知識 情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展
開を工夫して伝え合うために，情報を伝える表現
や文の構造（可算名詞・不可算名詞，数量を表す
表現，割合・数量の変化）を理解している。
技能 科学技術の進歩がもたらす影響について，
情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工
夫して，話して伝え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
科学技術の進歩がもたらす影響について，クラス
メートと賛否の意見を交わすために，自分の意見
や主張などを論理の構成や展開を工夫して，話し
て伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
科学技術の進歩がもたらす影響について，クラス
メートと賛否の意見を交わすために，自分の意見
や主張などを論理の構成や展開を工夫して，話し
て伝え合おうとしている。

○ ○

○

○

○

○

○ 5○ ○

1

○

○

○ ○

【知識及び技能】
知識 情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して伝
え合うために，情報を加える表現や文の構造（関係代名詞，関
係副詞）を理解している。
技能 日本の文化について，情報や考え，気持ちなどを論理の構
成や展開を工夫して，話して伝え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
パートナーに身の回りで起こる事柄を詳しく説明するために，
コンビニで売られているものや外国人に道を尋ねられた経験な
どについて，情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話
して伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
パートナーに身の回りで起こる事柄を詳しく説明するために，
コンビニで売られているものや外国人に道を尋ねられた経験な
どについて，情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話
して伝え合おうとしている。

【知識及び技能】
知識 情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して伝
え合うために，情報を加える表現や文の構造（不定詞（副詞的
用法），副詞・副詞句・副詞節・分詞構文）を理解している。
技能 外国語の学習について，情報や考え，気持ちなどを論理の
構成や展開を工夫して，話して伝え合う技能を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
外国語の学習について，情報や考え，気持ちなどをパートナー
と共有するために，自分自身の状況や要望を論理の構成や展開
を工夫して，話して伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の学習について，情報や考え，気持ちなどをパートナー
と共有するために，自分自身の状況や要望を論理の構成や展開
を工夫して，話して伝え合おうとしている。

○ 4○

○

【知識及び技能】
知識 情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展
開を工夫して伝え合うために，情報を伝える表現
や文の構造（直接話法と間接話法，さまざまな伝
達表現，～と言われている）を理解している。
技能 日本の社会について，情報や考え，気持ち
などを論理の構成や展開を工夫して，話して伝え
合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
日本の社会について，情報や考え，気持ちなどを
パートナーと共有するために，自分の意見や主張
などを論理の構成や展開を工夫して，話して伝え
合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の社会について，情報や考え，気持ちなどを
パートナーと共有するために，自分の意見や主張
などを論理の構成や展開を工夫して，話して伝え
合おうとしている。

○ ○ ○

【知識及び技能】
知識 情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展
開を工夫して伝え合うために，情報を伝える表現
や文の構造（直説法，仮定法，その他の仮定）を
理解している。
技能 海外での生活を想定した状況において，情
報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫
して，話して伝え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
海外での生活を想定した状況において，情報や考
え，気持ちなどをパートナーと共有するために，
自分の意見や主張などを論理の構成や展開を工夫
して，話して伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
海外での生活を想定した状況において，情報や考
え，気持ちなどをパートナーと共有するために，
自分の意見や主張などを論理の構成や展開を工夫
して，話して伝え合おうとしている。

○ ○

○○

○ ○

２
学
期

○ ○

G 単元 Lesson 7
話題 言語教育：第二か国語や外国語としての英語に
ついて書かれた文章を読んで，語句や文を修飾して情
報を追加する様々な文の構造を理解する。
言語 情報を加える(1)：形容詞・分詞・前置詞句や不
定詞による名詞の修飾を用いた適切な文の形や構造を
理解し，文を組み立てる。
表現 第二公用語としての英語[書くこと]：日本の第
二公用語としての英語の導入の賛否に関する記事を読
んで，文章全体の概要と構成を理解し，まとめる。
論理 リーディングの要約：精読と多読の２つの読解
方法について書かれた記事を読んで，文章全体の構成
と要点・要約をまとめる手順を理解する。

・指導事項
(1) 話すこと［やり取り］
日常的な話題や社会的な話題（外国語の学習，英語を学ぶ目
的）について, 使用する語句や文，対話の展開などにおいて，
一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考
え，気持ちなどを詳しく話して伝え合ったり，自分自身の状況
や要望を伝えたりすることができる。
(2) 書くこと
日常的な話題や社会的な話題（第二公用語としての英語）につ
いて，使用する語句や文，事前の準備において，一定の支援を
すれば，読んだことを活用しながら，多様な語句や文を用い
て，論理の構成や展開を工夫して書いてまとめることができ
る。
・教材
「Vision Quest  English Logic and Expression II Hope」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サービス（スマコレ）

○ ○

定期考査

○

○ 4



K 単元 Lesson 11
話題 健康：健康とストレスについて書か
れた文章を読んで，比較を表す表現を用
いた文の構造を理解する。
言語 比較を表す：原級比較，比較級，最
上級を表す表現や文の構造を理解し，文
を組み立てる。
表現 睡眠時間の賛否[書くこと]：「10代
の若者は8～9時間の睡眠が必要だ」とい
う議題について，賛否の意見を考え，詳
しく書いてまとめる。
論理 ディベート[話すこと（やり取
り）]：ディベートのルールや手順，構成
を理解して，チームと協力しながら，自
分の役割に応じて，主張を話して伝え合
う。

・指導事項
(1) 話すこと［やり取り］
日常的な話題や社会的な話題（健康的な生
活，健康維持のために行う運動，10代の睡眠
時間）について, 使用する語句や文，対話の
展開などにおいて，一定の支援を活用すれ
ば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，
気持ちなどを詳しく話して伝え合ったり，自
分自身の状況や要望を伝えたりすることがで
きる。
・教材
「Vision Quest  English Logic and
Expression II Hope」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サービス
（スマコレ）

○ ○ ○ ○○ 4○

【知識及び技能】
知識 情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工
夫して伝え合うために，比較を用いた表現や文の構造
を理解している。
技能 健康的なライフスタイルについて，情報や考え，
気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して，話して伝
え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
健康的なライフスタイルについて，クラスメートと賛
否の意見を交わすために，自分の意見や主張などを論
理の構成や展開を工夫して，話して伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
健康的なライフスタイルについて，クラスメートと賛
否の意見を交わすために，自分の意見や主張などを論
理の構成や展開を工夫して，話して伝え合おうとして
いる。

○ ○

定期考査
○ ○ 1

○ ○ ○ 4
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L 単元 Lesson 12
話題 ビジネス：商品の販売について書か
れた文章を読んで，否定を表す表現を用
いた文の構造を理解する。
言語 否定を表す：否定を含む語や部分否
定，準否定などの否定を表す表現や文の
構造を理解し，文を組み立てる。
表現 チョコレートを販売する上で重要な
こと[話すこと（やり取り）]：チョコ
レートの売り上げを伸ばすために需要な
ことについて，自分の意見や主張を考
え，根拠となる資料を示しながら，グ
ループで話して伝え合う。
論理 ディスカッション[話すこと（やり
取り）]：ディスカッションのテーマにつ
いて，自分の考えや主張を述べたり，グ
ループのメンバーの意見をまとめたりし
て，お互いに建設的な意見を話して伝え
合う。

・指導事項
(1) 話すこと［やり取り］
日常的な話題や社会的な話題（ビジネスの成功や商品，売り上
げを伸ばすために重要なこと）について, 使用する語句や文，
対話の展開などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様な語
句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを詳しく話して伝え
合ったり，自分自身の状況や要望を伝えたりすることができ
る。
(2) 話すこと［発表］
日常的な話題や社会的な話題（購入意識に関する社会実験の結
果）について, 使用する語句や文，事前の準備において，一定
の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，
気持ちなどを詳しく話して伝えたり，自分自身の意見や主張な
どを伝えたりすることができる。
・教材
「Vision Quest  English Logic and Expression II Hope」
「教科書準拠ワークブック」
・一人１台端末の活用、英作文添削サービス（スマコレ）

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
知識 情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展
開を工夫して伝え合うために，否定を表す表現や
文の構造を理解している。
技能 ビジネスの成功について，情報や考え，気
持ちなどを論理の構成や展開を工夫して，話して
伝え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
ビジネスの成功について，クラスメートと賛否の
意見を交わすために，自分の意見や主張などを論
理の構成や展開を工夫して，話して伝え合ってい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
ビジネスの成功について，クラスメートと賛否の
意見を交わすために，自分の意見や主張などを論
理の構成や展開を工夫して，話して伝え合おうと
している。


